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ラーニング･コモンズ（Learning commons）

大学図書館における、学びのための共有スペース。
情報のデジタル化が急速に進んだ1990年代、PCを配置し情報収集や学習な

どが行えるIT環境を大学図書館内に設置するインフォメーション･コモンズが米
国で普及した。2000年代に入り、大学図書館の役割として、知識を深めるため

の資料・情報の提供だけではなく、学生が自主的に学び知識を創造する学習活
動全般への支援が求められるようになり、大学内における多様な活動や学習を
支援するサービスを利用できる場の1つとして図書館がラーニング・コモンズへ
と移行していった。

インフォメーション・コモンズの機能に加え、人数に合わせて自由に組み合わ
せられる可動式の椅子や机、ホワイトボードやプロジェクターなどを備え、ミー
ティングやプレゼンテーションを行うスペースを提供する。また、情報･資料の収
集やレポート作成などの支援を行うスタッフを配置し、セミナーを実施したり、多
様なコミュニケーションを可能にするカフェなども併設する。図書館サービスの
在り方を変革するシステムとして、新しい図書館づくりの可能性を広げる。
（2012.9）

（出典： キーワード・用語解説. 日本女性学習財団. http://www.jawe2011.jp/kaisetsu/, (参照2018-10-20).）
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257（33.9%）

（出典：文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室. 大学における教育内容の改革状況等について（平成27年度）[ほか].
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigaku/04052801/1398426.htm, （参照2018-10-20）.）
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（出典：文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付. 平成29年度学術情報基盤実態調査結果報告.
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/1266792.htm, （参照2018-10-20）.）
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アクティブラーニングスペースの内訳(2017)

（出典：文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付. 平成27年度学術情報基盤実態調査結果報告.
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/1266792.htm, （参照2018-10-20）.）

7

97.1%

80.4%

76.9%

67.9%

61.3%

36.8%

30.6%

13.7%

0% 50% 100%

グループ学習スペース

可動式什器

プレゼンテーションスペース

端末の貸出

学習研究サポート

授業関連図書の提供

リフレッシュスペース

サイレントスペース



81.3%

38.8%

38.4%

28.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図書館利用

・文献検索サポート

ITサポート

分野別学習相談

ライティングサポート

「学習研究サポート」の内訳(2017)

（出典：文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付. 平成29年度学術情報基盤実態調査結果報告.
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/1266792.htm, （参照2018-10-20）.）

「学習研究サポート」を行っていると
回答した61.3%（417館）の内訳
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大学図書館のラーニングコモンズが
備えるべき要件とはなにか
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ラーニング･コモンズ learning commons

学生の学習支援を意図して大学図書館に設けられた場所や施
設．具体的には，情報通信環境が整い，自習やグループ学習用
の家具や設備が用意され，相談係がいる開放的な学習空間をい
う．飲食コーナが付設されていたり，図書館外に設置される例もあ
る．1990年代に米国で増加し，日本では2000年代後半に導入が

始まった．運営については，図書館資料やデータベースの利用と
図書館員の常駐は必須とする考え方から，学生が快適に学習す
る環境があればよいとする考え方まで多様である．「インフォメー
ションコモンズ」「ラーニングセンター」など名称も一定ではない．図
書館という物理的な空間が持つ力を評価する「場としての図書館」
の議論が高まる中で，大学図書館を中心にラーニング・コモンズ
にかかわる多様な試みが見られる.

（出典： 図書館情報学用語辞典. 第4版. 日本図書館情報学会図書館用語辞典編集委員会編. 2013, 丸善, p. 247.）
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ラーニングコモンズの展開にあたって

• 授業時間外の学習を支援できる学習空間の整備、運用
• 図書館内外

• キャンパス内外（デジタル空間）

• 学生の多様な学習スタイルを許容できる空間の設計
• 学習ニーズの把握

• 高度化する情報環境への対応
• LMS、電子資料、電子教材

• 学習そのものを支援するサービスの展開
• 学習用コンテンツの充実

• 図書館利用（情報リテラシー）、IT利用、学習・研究

• 教育・学習方法の変化への柔軟な対応
• 教員の教育方法についての理解

• 教員へのサービスの展開
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教員は、ネット社会に抗して、文献を利用することで、学
習が進むように授業を組み立てる必要がある。

図書館も、蔵書構成を不断に見直し、学生教育に密着し
た蔵書構成を実現しなければならない。

図書館と図書館職員が、大学の基本的責務である学生
教育をいかに担うかと言い換えてもいい。職員は、学生
が必要としている文献について、少なくとも探索する手段
に関しては、学生以上に精通していて当然である。

そのためには、職員は教員と共同するとともに、教員の
教育活動を理解し、かつ意見を持てる力量を養わなけれ
ばならない。

（出典： 逸見勝亮. 大学図書館ランキング：教育に密着した蔵書を整備すべき. 大学ランキング2011年版. 2010, 朝日新聞出版, p.94.）



ラーニングコモンズにおける図書館員とレ
ファレンスサービス（齋藤 2018）

• 図書館員としてのスキルや能力に加え、インストラクショナル
デザインと情報技術のスキルや能力を兼ね備えた図書館員
のこと。教員や学内他部署と図書館との連携を実現する。
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ブレンディドライブラリアン（blended librarian）

高度な質問回答サービスに対応した体制

• ラーニング・コモンズで、大学図書館が部分的に対応してきた
サービスが学内の専門スタッフによって行われるようになれば、
図書館員自身も専門業務を先鋭化させることになる。

（出典： 齋藤泰則. ラーニングコモンズとしての大学図書館とレファレンスサービス. 図書の譜 : 明治大学図書館紀
要. 2018, no. 22, p. 1-10. ）



ご清聴ありがとうございました

小山憲司（中央大学文学部）


